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１．相模原市における⼼理職とは
〜社会福祉職における⼼理業務〜

 相模原市では、かつては、「⼼理職」としての採⽤枠はなく、【社会福祉職】としての採⽤の中
で「⼼理業務」に従事する職員として、業務にあたってきた。

 令和３年４月から、⼼理職としての配置が開始される。

⼼理業務に
従事する職員

社会福祉職

⼼理職社会福祉職



相模原市における⼼理職とは
〜⼼理職創設の経緯〜

 平成２２年度より相模原市は政令指定都市としてスタート
 児童相談所、発達障害支援センター等、⼼理の専⾨性が求められる業務が増える
 先だって平成２１年より、⼼理の専⾨職の経験者枠採⽤を開始（職種は社会福祉）
 令和２年度 「⼼理職」として初めて新規採⽤試験を実施
 令和３年４月 相模原市に【⼼理職】が新たに設置される

相模原市は⼼理業務にあたる⼈を「社会福祉職」として福祉分野の専⾨職とし
て一括採⽤していましたが、市⺠の⽅々からの幅広いニーズや専⾨性が必要な
課題に取り組むために、「⼼理職」が設置されました。



⼼理職配置の現状
 障害者更⽣相談所 １名

 高齢・障害者相談課 ２名

 ⽣活支援課 １名

 子育て支援センター １２名
（中央区６名・南区４名・緑区２名） 合計４２名

 児童相談所 ２３名
（相談支援課１８名・総務課３名・養護課２名）

 陽光園 １名

 療育相談室・発達障害支援センター ２名

※産休・育休含む



相模原市の社会福祉職と⼼理職の違い

社会福祉職 ⼼理職
児童相談所 ⽣活支援課
発達障害支援センター
精神保健福祉センター
精神保健福祉課
⻘少年相談センター 更⽣相談所
高齢・障害者相談課・・・

児童相談所
子育て支援センター
発達障害支援センター
陽光園
更⽣相談所

児童
障害 精神保健

教育 福祉

児童 障害



②相模原市の社会福祉職と⼼理職の違い

社会福祉職 ⼼理職

社会資源の活⽤・つなぎ 個⼈内の資源の活⽤・理解を深める

制度・サービスの知識 ⼼理学（周辺）の知識・技術

環境・ネットワークから個⼈にアプローチ 個⼈から⼈・環境にアプローチ



２．⼼理職員の現状

各業務の概要について
説明していきます・・・



⼼理職配置の現状
 障害者更⽣相談所 １名

 高齢・障害者相談課 ２名

 ⽣活支援課 １名

 子育て支援センター １２名
（中央区６名・南区４名・緑区２名） 合計４２名

 児童相談所 ２３名
（相談支援課１８名・総務課３名・養護課２名）

 陽光園 １名

 療育相談室・発達障害支援センター ２名

※産休・育休含む



南子育て支援センター

子育てサービス班

所⻑ こども家庭支援班 ⼼理職１名

⺟子保健班

療育相談班 ⼼理職３名

⺟子健康⼿帳の交付（妊娠中の相談）、乳幼児健康診査、保育所等の相談、児童⼿当等の申請、
健康・育児・栄養等に関する相談や教室。子どもの発達や障害の相談、ひとり親家庭・⼥性な
どの相談、児童虐待に関する相談・通告などの相談窓口を持つ子育て支援の充実を図るために
設置された機関。



子育て支援センター 療育相談班
発達に課題のある子どもや、障害のある子どもの子育てに関する相談に応じる相談窓口
・発達に関する相談（乳幼児〜中学⽣まで）
・療育の体験
・リハビリテーション（乳児期から学齢期）
・地域との連携
・療育講座や各種説明会
特徴
⇒関わる対象は主に乳幼児〜中学⽣
⇒発達検査+関わり⽅の助言
⇒グループ療育（短期間の期限付）へのスタッフ
としての参加支援

⇒多職種での協働となり異なった視点に触れられる
（CW、保育士、PT,OT,STなど）

８︓３０ 登庁・打合せ
９︓３０ ⼼理評価
１１︓００ 結果のまとめ
１２︓００ 休憩
１３︓００ 面接準備
１３︓３０ 保護者面接
１５︓３０ 学齢期相談
１７︓１５ 退庁



療育相談室・発達障害支援センター
発達障害のある⽅とご家族への支援や発達障害の理解の促進のために設置された機関

・相談支援
・普及啓発
・支援者の⼈材育成
・ネットワークの構築・システム作り

特徴
⇒高校⽣以上の市⺠の⽅が対象
⇒発達障害に関する相談
⇒検査や面接などの直接的な支援
⇒普及・啓発活動（研修やイベント等の企画・運営、講師派遣）などの間接的な支援を⾏う



障害者更⽣相談所

⾝体障害者及び知的障害者に関する専⾨的な相談、補装具の処⽅及び適合判定、療育⼿帳
の判定、⾝体障害者・療育⼿帳の交付などに関する業務を担う機関

特徴
⇒１８歳以上の市⺠の⽅が対象
⇒知的障害の判定（実施）
⇒療育⼿帳の発⾏事務
⇒⼼理職は職場に一⼈



児童相談所
18歳未満の子どもに関する専⾨機関
養護、障害、非⾏、育成などのさまざま相談に応じ、また、必要な援助を⾏う

特徴
⇒相談の種類が幅広い（虐待、障害、非⾏、不登校・・）
⇒対象児の年齢も幅広い（乳幼児〜１８歳）
⇒継続的な支援・相談
⇒関わる機関が多い（養護施設、病院、家庭裁判所・・・）
⇒⼼理職が多いため、同職種での相談相⼿も多い

９︓００ 施設で面接
１２︓００ 休憩+移動
１４︓００ 書類作成
１５︓００ 打合せ
１６︓００ 面接
１７︓００ 面接
１８︓００ 書類作成
１８︓３０ 退庁



３．相模原市⼼理職の特⾊
（一部公務員⼼理職の特⾊）

安定している
⇒収入面の安定、⼈⽣設計

異動範囲が限られている

様々な職場を体験できる

一⼈ひとりの意⾒が反映されやすい
⇒まだできたばかり、新しいことにチャレンジしやすい



４．質疑応答
質問への回答（昨年度に出た質問）

実務にあたり、学んでおくべき内容はあ
りますか︖

⼼理学、社会⼼理学的な基礎知識とともに、⼼理検査や面接技
法についても基礎的な知識・理解があるといいかもしれません。
実務にあたりながら学んでいける部分もたくさんあります。

どのような部署に配属される可能性があ
りますか︖

療育相談班、児童相談所、発達障害支援センター、更⽣相談所な
どが考えられます。新設されたばかりなので、他の場所もあるかも
しれません。



質問への回答（昨年度に出た質問）

⼼理職採⽤されると、主に児童相談所に
配属されるのでしょうか︖

そうとは限りません。ただ、⼼理職の配属先としては、児童相談所
が⼼理職の⼈数はいちばん多い状況です。

他県から就職されている⽅の割合はどの
くらいですか︖

市外、県外からの⽅々も採⽤されています。むしろ、⽐率として
は市外の⽅が多いかもしれません。



質問への回答（昨年度に出た質問）

児童を⻑期間、支援することは可能で
しょうか︖

配属される部署や主訴内容により支援期間は異なるため、ケースバ
イケースとなります。児童相談所などは⽐較的⻑いスパンで支援し
ますが、異動があるため、関わる期間は限られます。

採⽤希望者に求めているスキルや資質は
ありますか︖

相⼿を理解しようとする姿勢や、簡単に分かった気にならない姿
勢、正答がない中で考え抜く姿勢、限りある時間内に判断する
⼒・・・挙げればきりがないですが、結局は、失敗を糧に成⻑しよ
うとする姿勢でしょうか。



質問への回答

相模原市の⼼理職が、現在重きを置いて
いる業務はなんでしょうか︖

これひとつ︕という答えはなく、配属先によってそれぞれに求めら
れているものがあると思います。どこに配属されても、⼼理職とし
ての専⾨性を活かしながら、市⺠サービスや支援に取り組める姿勢
を⼤切にして頂けたらと思います。

社会福祉職と⼼理職、どちらが児童や家
庭に対して幅広い支援が可能ですか︖

一概には言えないですが、具体的に関係機関との連携や調整などの
動きが多いのは社会福祉職かもしれません。一⽅で⼼理職も、面接
だけではなく、専⾨的な知識・技術に基づいた支援プランの作成や、
啓発活動としての研修などの業務も⾏っています。



相模原市⼼理職として働いてみて・・・

⼤変だなぁと思う点

＊エネルギーをたくさん注いだからと言っ
て必ずしも良い結果に結びつくとは限らな
い

＊「こうすれば良い︕」という絶対的なこ
たえがある業務ではないため、迷ったり悩
んだりすることが多い

＊事業運営のための事務分担も同時に担う
ことになるため、事務に追われがち

やりがいを感じる点
良い点

＊新しい事柄を考えて実現しやすい

＊仕事と家庭の両⽴
（仕事量のコントロール）

＊⼈の優しさ、強さ、純粋さを感じる
（こともある）



皆さんと一緒に働ける日を
楽しみにしています︕

ご清聴ありがとうございました

イラスト︓「カンタンかわいい⼩学校テンプレート＆イラスト」学陽書房


